
  

横
山
大
観
「
小
野
金
次
宛
書
簡
」 

大
正
十
三
年
九
月
十
日 

 

（
封
筒
表
） 

常
陸
國
多
賀
郡 

大
津
町 

 

小
野
金
次
様 

（
封
筒
裏
） 

東
京
下
谷
茅
町 

横
山
大
観 

 

九
月
十
日 

      

拝
啓
其
後
五 

浦
之
方
も
色
々 

御
配
慮
奉
謝
候 

別
封
之
如
く
佐 

藤
氏
よ
り
申
出 

有
之
候
間
右
地 

所
引
受
け
度
候 

へ
と
も
急
に
出
張
致 

兼
ね
候
間
先
方 

は
貴
下
と
御
相 

談
御
取
極
め
相 



  

拝
面
御
話
拝
承 

致
度
留
守
居 

に
も
其
旨
宜
敷 

御
傳
方
願
上
候 

草
々 

九
月
十
日 

横
山
大
観 

小
野
金
次
様 

 

初
茸
其
頃
に
山 

に
出
ら
る
ゝ
様
御 

申
受
け
被
下
度
候 

 
 
 
 

頓
首 

 

成
る
様
も
申
遣
は
し 

置
く
間
甚
だ 

乍
御
迷
惑
佐 

藤
氏
来
津
有
之 

候
は
ば
実
地
御
立 

會
ゐ
之
上
引
受 

け
の
手
続
き
万
事 

宜
敷
御
高
配 

被
下
度
願
上
候 

小
生
十
六
日
頃 

に
は
同
人
三
四
名 

と
観
月
の
為
五 

浦
に
参
り
度
存 

居
候
い
つ
れ
其
節
ハ 



 

【
同
封
書
簡
】 

佐
藤
久
「
横
山
秀
麿
（
大
観
）
宛
書
簡
」 

大
正
十
三
年
九
月
八
日
消
印 

 

（
封
筒
表
） 

東
京
下
谷
区
茅
町 

 
 

二
丁
目
拾
九
番
地 

 

横
山
秀
麿
先
生 

 
 

 
 
 

待
史 

（
封
筒
裏
） 

福
島
縣
石
城
郡 

 
 

植
田
停
車
場
前 

 

佐
藤 

久 

 
拝
啓
陳
者
突
然
失
礼
乍
ら
御
手
紙
を
以
て
申
上
候 

扨
而
今
般
茨
城
縣
多
賀
郡
五
浦
八
ノ
磯
地
先
に
て 

弐
反
歩
程×
賣
物
有
之
候
処
先
生
に
は
御
希 

望
無
之
候
哉 

該
土
地
は
元
美
術
院
側
に
て
八
ノ
磯
を
眼
下
に
見
下 

シ
眺
望
最
も
佳
き
所
に
て
蜿
蜿
湾
曲
せ
る 

内
に
亀
ノ
子
名
ノ
奇
岩
あ
り
風
景
面
白
き 

所
に
御
座
候 

然
し
て
右
土
地
の
賣
価
は
至
極
安
價
に
て
畑
壱 

反
歩
百
五
十
円
山
林
九
十
円
に
て
譲
り
度
候 

さ
れ
ば
希
望
者
も
有
之
可
な
れ
ど
も
横
山
先 

生
様
の
御
別
邸
續
き
な
れ
ば
い
か
が
に
て
御 

尋
ね
に
及
候
斯
様
な
事
は
直
接
御
申
入
れ
順
を 

欠
き
甚
だ
恐
縮
仕
り
候
へ
共
繁
を
避
け
御 

申
込
悪
し
か
ら
ず
御
思
召
相
成
度
候 

尚
又
御
相
談
い
た
し
て
も
御
宜
し
き
事
な
れ
ば
御
来
駕 

の
折
詳
細
は
御
案
内
申
可
本
年
は
五
浦
に
御
来
駕 

相
成
る
折
は
御
座
無
く
候
や
も
し
御
希
望
無
之 

時
は
他
に
譲
る
心
算
に
候
尚
他
に
山
林
も
有
之
候 


